
No.603

11月
2012．平成24年

O
njuku tow

n public m
agazine

ONJUKUONJUKU

▼

P２～５　　指定袋開始から 1カ月
P６～７　　町の今後の指針「総合計画」
P８～９　　町の出来事
P10～１１ 職業体験レポート

（御宿中学校）
P12　　　 防災ピックアップ
P13　　　 健康ワンポイント
P14　　　 くらしの情報

ごみ出しは、
　指定ごみ袋を使ってね！
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▼ごみの処理行程を真剣なまなざし
で聞く子どもたち。

　炎が噴きでる炉の様子をモニター
で確認し、ごみの処理温度を聞い
て「すごい！」といった歓声が上が
っていました。

▲収集された粗大ごみの一部を前に、
子どもたちは宝の山を見るように「ま
だ使えそうだね」や「これ欲しい！」
など“MOTTAINAI”の気持ちでいっ
ぱいになっている様子でした。

▲集められた缶類を見て、子どもたちは粗大ごみに紛れている缶類を拾い
集めてくれました。分別の大切さ、楽しさが分かってくれたかな？

町では、ごみの排出量による負担の公平性や減量化に向けて平成２４年
１０月１日から指定ごみ袋制を導入しました。住民の皆さまのご理解とご
協力により、大きな混乱もなくスムーズに移行することができました。

導入から 1 カ月が過ぎましたので、その効果についてお伝えします。
我々が生活する上で切り離すことのできない“ごみ”。今後とも町が抱え

る大きな課題の一つではないでしょうか。
課題をゼロにすることは難しいかもしれません。しかし、この指定袋制

を機に、分別方法など工夫し、それぞれが課題解決へ向けた努力など、継
続的な取り組みが求められます。
“継続は力なり”日々の生活の中に減量化やエコ活動を取り入れてみませ

んか。

指定ごみ袋制　導入から1カ月指定ごみ袋制　導入から1カ月
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10
月
は
25
％
減
を
達
成
！

減
量
化
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

　
　

指
定
袋
の
意
外
な
効
果
!?

ご
み
箱
サ
イ
ズ
も
エ
コ
化
！

　
　

我
が
家
の
ひ
と
工
夫 

Ｍも

っ

た

い

な

い

Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
は

４
つ
の
Ｒ
！

楽
し
み
な
が
らエ

コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

環
境
保
護
活
動
家
に
よ
り
世
界
的
に
提
唱

さ
れ
て
い
る
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」。

そ
の
言
葉
に
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
消
費
削

減
）・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）・
リ
サ
イ
ク
ル

（
再
生
利
用
）
に
加
え
て
、リ
ス
ペ
ク
ト
（
尊

敬
）
の
概
念
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
「
３
つ
の
Ｒ
」
に
一
つ
加
え

て
「
４
つ
の
Ｒ
」。
こ
の
４
つ
の
Ｒ
で
ご
み

問
題
に
皆
で
取
り
組
み
、
生
活
を
支
え
て
く

れ
る
製
品
に
尊
敬
の
念
を
持
ち
大
切
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

減
量
化
や
分
別
は
楽
し
み
な
が
ら
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
長
く
続
け
る
に

は
楽
し
む
こ
と
も
一
つ
の
工
夫
で
す
。

ご
み
の
減
量
化
は
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

達
成
で
き
る
も
の
で
す
。
町
で
は
今
後
と
も

分
別
の
啓
発
や
減
量
化
の
呼
び
か
け
を
継
続

的
に
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
排
出
方
法
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
等

の
見
直
し
を
進
め
、
わ
か
り
や
す
く
改
善
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
に

は
今
後
と
も
引
き
続
き
の
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
４
週
目
ま
で
の
可
燃
ご
み
収
集
結
果

は
左
記
表
の
と
お
り
と
な
り
、
昨
年
度
と
比

較
す
る
と
約
25
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

減
量
化
を
達
成
し
た
だ
け
で
な
く
、
分
別

意
識
や
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
が
向
上
し
た
事
に

よ
り
町
民
の
方
か
ら
の
『
分
別
方
法
』
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
が
非
常
に
多
く
な
り
ま

し
た
。

指
定
ご
み
袋
制
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、

排
出
で
き
る
袋
の
サ
イ
ズ
は
大
・
小
の
２
種

類
に
固
定
さ
れ
ま
し
た
。

家
庭
に
よ
っ
て
も
排
出
状
況
は
異
な
り
ま

す
が
、
指
定
袋
（
大
）
は
容
量
が
大
き
く
、

燃
え
る
ご
み
に
関
し
て
は
、
き
ち
ん
と
分
別

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
の
余
裕
が
生

ま
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
民
の
方
で
「
指
定
ご
み
袋
（
小
）
サ
イ

ズ
に
合
わ
せ
て
ご
み
箱
を
小
さ
く
し
た
。」

と
い
う
方
か
ら
お
話
を
伺
う
と
、「
ご
み
箱

を
小
さ
く
し
一
袋
で
収
め
よ
う
と
目
標
を
決

め
る
事
で
、
色
々
工
夫
し
た
り
分
別
し
た
り

と
楽
し
く
減
量
化
が
達
成
で
き
ま
し
た
。」

と
お
話
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
カ
ラ
ス
や
ネ
コ
等
に
よ
る
ご

み
の
散
ら
か
し
防
止
策
と
し
て
、
良
く
活
用

さ
れ
て
い
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
で
の
ご
み
の
排

出
。
こ
の
排
出
方
法
は
指
定
袋
制
の
導
入
に

よ
り
改
善
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
の
排
出
は
、
作
業
員
が
両

手
で
抱
え
て
収
集
車
へ
投
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
袋
に
な
っ
た
事
に
よ
り
片
手
で
の
投
入

が
可
能
に
な
り
、
収
集
作
業
が
迅
速
に
行
え

る
よ
う
に
な
っ
た
他
、
雨
の
日
で
も
無
駄
な

水
分
を
含
む
こ
と
が
な
く
な
る
な
ど
減
量
化

以
外
の
成
果
も
現
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
資
源
ご
み
と
し
て
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

の
収
集
量
が
増
加
し
（
昨
年
度
比
25
％
増
）、

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
助
け
る
結
果
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

※１.体育の日により火曜日が収集日
※２.直接搬入を含むので表の単純合計ではない

指定ごみ袋制　導入から1カ月指定ごみ袋制　導入から1カ月
10月収集分 平成 

23年
平成 
24年 増減率

第 1
月曜日 33.36 21.18 -36.5%

木曜日 20.29 12.61 -37.9%

第 2
火曜日 
(※１） 46.05 32.78 -28.8%

木曜日 18.64 10.17 -45.4%

第 3
月曜日 31.84 23.68 -25.6%

木曜日 20.11 14.9 -25.9%

第 4
月曜日 29.34 24.57 -16.3%

木曜日 21.84 15.48 -29.1%

計（※２） 251.99 190.02 -24.6%

（単位：t）
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集集
特特

御
宿
町
総
合
計
画

ま
ち
づ
く
り
提
案

平成 25年度から平成 34年度までの 10年間にわたる新しい町づくりビジョン
「御宿町総合計画」を策定するにあたり、より多くの住民の意見を計画に反映させ
るため、御宿町総合計画策定委員会及び御宿町総合計画策定懇談会を設置しました。
懇談会は、様々な分野における幅広いご意見をいただくため「住民協働による
豊かな暮らしと安全安心なまちづくり」、「賑わいの創出と生活基盤を向上させる
まちづくり」、「地域で支え助け合う子育て、福祉と教育のまちづくり」の３つに
分かれ、各会員から出されたまちづくりに対する意見について協議されました。
今回は、各懇談会における「まちづくり提案」がまとまりましたのでご紹介します。

定住化促進対策・不動産情報を提供

御宿町赤十字奉仕団による活動

商工会青年部が行う地域活性化策

地域資源を保全・活用したまちづくり

岩和田保育所による２歳児保育

御宿岩和田漁協による６次産業化への取組み
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懇
談
会
の
会
員
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
け
る
地
域
課
題
に
つ
い
て

現
状
の
説
明
と
と
も
に
多
く
の
ご
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、「
行
政
が
担
う
べ

き
事
項
」
と「
住
民
が
行
う
こ
と
」、
ま

た「
民
間
が
行
う
こ
と
」、「
地
域
が
行
う

こ
と
」
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

担
い
手
を
明
確
に
整
理
し
、『
実
現
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
』
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
住
民
協
働
に
よ
る
豊
か
な
暮
ら
し

と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

は
、
左
記
の
と
お
り
十
八
名
の
会
員
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
懇
談
会
か
ら
は
、
地
域
交
通
の
確

保
策
と
し
て「
町
民
バ
ス
の
運
行
」
に
つ

い
て
の
ご
意
見
や
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
連
携
し
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」、

定
住
化
促
進
策
と
し
て
は
、「
幅
広
い
年

層
を
対
象
に
、
地
域
資
源
の
活
用
や
産

業
の
連
携
を
図
っ
た
取
組
み
の
実
施
」

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
民
間
事
業
所
等
の
誘
致
に
係

る
体
制
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に
つ

い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

平成25年度～34年度　御宿町総合計画策定

住民協働による豊かな暮らし
と安全安心なまちづくり懇談会

本懇談会は、消防・防災や交通安全、地域公共
交通（バス・鉄道）、町有財産の利用、住民自治、
行財政運営、広域行政、公共施設の運用等におけ
る項目について協議されました。

誰
が
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か

実
現
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
提
案

氏　名 備　考

会　長 瀧口　義雄 議会総務委員会委員長

副会長 長谷川充行 六軒町区

会　員 大地　達夫 議会総務委員会副委員長

会　員 中村俊六郎 議会議長

会　員 滝口　一浩 議会総務委員会委員

会　員 伊藤満須郎 須賀区

会　員 星野　　充 浜区

会　員 岩瀬　芳和 高山田

会　員 岩渕　昌之 久保区

会　員 鶴岡　芳弘 新町区

会　員 市東よし子 岩和田区

会　員 吉田　豊昭 実谷区

会　員 西川　俊夫 上布施区

会　員 倉片　好武 御宿台区

会　員 井上　和美 消防団

会　員 井上　正一 いすみ交通安全協会　御宿支部

会　員 芝　幸一郎 公募

会　員 林　　泰鑑 公募

（敬称略）

　

地
域
人
材
活
用
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
対
策
と
し
て
は
、「
住
民
の
ス
キ
ル

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す

取
組
み
」に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
ほ
か
、「
男
女
の
性
別
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
能
力
が
発
揮
で
き
る
環
境
」

を
整
え
て
は
ど
う
か
、
ま
た
、
情
報
発

信
・
共
有
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
積
極

的
活
用
に
つ
い
て
は
、「
時
代
に
対
応
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
行
政
情

報
を
わ
か
り
や
す
く
提
供
」
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
防
災
・
防
犯
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
安
全
確
保
策
に
係
る
環
境
整
備

や
情
報
提
供
の
手
法
に
つ
い
て
、
多
く

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
有
地
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
町
有
財
産（
土
地・
建
物
）を
住
民
が
有

効
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
使
用
方
法
・

施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
は
ど
う

か
」、
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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「
地
域
で
支
え
助
け
合
う
子
育
て
、

福
祉・教
育
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
、

左
記
の
と
お
り
十
七
名
の
会
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
懇
談
会
か
ら
は
、
高
齢
者
の
生
き

が
い
対
策
と
し
て
、「
高
齢
者
等
の
知
恵

や
技
術
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
教

え
る
機
会
を
多
く
設
け
る
こ
と
で
、
地

域
や
学
校
と
の
関
わ
り
を
多
く
持
つ
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

ご
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、
地
域
人
材
活

用
と
し
て
、「
地
域
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
」、「
高
齢
者
等
が
有
償
で
働
け

る
仕
組
み
づ
く
り
」、「
住
民
の
誰
も
が

安
全
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
住

民
が
交
流
で
き
る
場
所
づ
く
り
」
等
に

つ
い
て
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
核
家
族
や
共
働
き
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
な
か
で
、
保
育
所
や
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、「
住
民
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
事
業
展
開
」を
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
ほ
か
、

「
学
校
施
設
に
係
る
安
全
対
策
の
充
実

と
有
効
活
用
」、
児
童・
生
徒
の
減
少
に

地域で支え助け合う子育て、
福祉・教育のまちづくり

本懇談会は、高齢者福祉や児童福祉、地域福祉
といった各種福祉施策や保健・医療のほか、学校
教育や社会教育、文化振興、スポーツレクリエー
ション等における項目について協議されました。

地
域
に
お
け
る
人
材
をま

ち
づ
く
り
に
活
か
す

氏　名 備　考

会　長 石井　芳清 議会教育民生委員会委員長

副会長 滝口　雅子 教育委員会

会　員 圡井　茂夫 議会教育民生委員会副委員長

会　員 白鳥　時忠 議会副議長

会　員 大野　吉弘 議会教育民生委員会委員

会　員 大屋　雅由 校長会

会　員 塩入　健次 御宿中学校 PTA会

会　員 高梨　嘉史 御宿小学校児童愛護会

会　員 松永　勝司 布施小学校 PTA会

会　員 長谷部美和子 御宿保育所保護者の会

会　員 木村　三津男 体育協会

会　員 齊藤　葊惠 社会福祉協議会

会　員 佐久田みさ 老人クラブ連合会

会　員 柳　　弘子 民生委員・児童委員

会　員 滝口　仲秋 身体障害者福祉会

会　員 海老根雅恵 主任児童委員

会　員 佐藤　和敏 公募

（敬称略）

集集
特特

伴
い
、「
地
域
社
会
と
の
触
れ
合
い
や
他

校
、
世
代
間
交
流
」な
ど
を
実
施
し
て
は

ど
う
か
と
の
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
育
て
環
境
の
整
備
等

に
つ
い
て
は
、
安
全
に
通
学
で
き
る
環

境
づ
く
り
と
し
て
、「
地
域
住
民
の
協
力

を
得
る
仕
組
み
づ
く
り
」
に
つ
い
て
ご

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
宿
町
の
伝
統
・文
化
の
継
承
と
し

ま
し
て
は
、「
ミ
ヤ
コ
タ
ナ
ゴ
の
住
む
自

然
を
活
用
し
た
生
き
生
き
と
し
た
地
域

づ
く
り
」に
つ
い
て
ご
意
見
が
出
さ
れ

た
ほ
か
、「
歴
史
民
俗
資
料
館
を
活
用
し

た
郷
土
の
歴
史
と
文
化
を
継
承
す
る
こ

と
」や
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報

発
信
」に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
の
余
暇
や
文
化
活
動
を

促
進
さ
せ
る
仕
掛
け
・
環
境
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、「
既
存
施
設
の
有
効
活
用
」

に
つ
い
て
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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「
賑
わ
い
の
創
出
と
生
活
基
盤
を
向

上
さ
せ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
は
、

左
記
の
と
お
り
十
八
名
の
会
員
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

本
懇
談
会
か
ら
は
、
生
活
基
盤
環
境

整
備
と
し
て
、「
す
べ
て
の
住
民
が
安
全

に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

行
政
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
と
の
協
力
に

よ
る
地
域
環
境
の
整
備
や
美
化
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
」
と
の
ご
意
見
が
出

さ
れ
た
ほ
か
、
環
境
保
全
・
ご
み
対
策

と
し
て
は
、「
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
管

理
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
実
施
す
る
こ

と
」
や
「
御
宿
の
自
然
（
地
域
資
源
）

を
保
全
す
る
環
境
整
備
」、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
の
検
討
」、

「
排
水
浄
化
策
等
」
に
つ
い
て
ご
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
老
朽
化
し
て
く
る
公
共
施
設

等
に
つ
い
て
は
、「
住
民
が
安
心
・
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
維
持
管
理
を
行
う
こ

と
」
や
、
公
共
施
設
の
使
用
に
対
す
る

平成25年度～34年度　御宿町総合計画策定

賑わいの創出と生活基盤を
向上させるまちづくり

本懇談会は、環境保全やごみ対策、道路交通網
の整備のほか、観光、漁業、農業、商工業といっ
た各種産業振興、住宅や水道、河川管理、公園、
消費生活等における項目について協議されました。

地
域
・
産
業
連
携
が
賑
わ
い
を
創
出

御
宿
の
強
み
を
最
大
限
に
活
用

（敬称略）

氏　名 備　考

会　長 小川　　征 議会産業建設委員会委員長

副会長 井上　秀樹 農業委員会

会　員 貝塚　嘉軼 議会産業建設委員会副委員長

会　員 伊藤　博明 議会産業建設委員会委員

会　員 新井　　明 議会産業建設委員会委員

会　員 吉清　文夫 一般社団法人御宿町観光協会

会　員 畑中　英男 御宿岩和田漁業協同組合

会　員 藤井　利一 商工会

会　員 鈴木昭之助 衛生委員会

会　員 田仲　正一 土木委員会

会　員 高梨　　強 御宿岩和田漁業協同組合青年部

会　員 貝塚　優一 商工会青年部

会　員 前田三千代 商工会女性部

会　員 鈴木　元晴 NPO法人おんじゅく DE元気

会　員 渡辺　幸夫 宿泊業関係

会　員 青木　雄吾 青年団体連絡協議会

会　員 三成　拓也 公募

会　員 松本　令子 公募

見
直
し
を
行
う
な
か
で
、「
施
設
利
用
に

よ
る
財
源
確
保
策
に
取
り
組
む
」
こ
と

に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
施
策
に
つ
い
て
は
、
賑
わ
い
を

創
出
す
る
取
組
み
と
し
て
、
行
政
だ
け

で
な
く
、
住
民
や
地
域
、
民
間
、
各
種

産
業
な
ど
、
御
宿
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る

主
体
が
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
多
く
の
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
々
が
、「
御
宿
に
来
て
よ
か
っ

た
」、「
ま
た
来
て
み
た
い
」
と
思
え
る

よ
う
な
仕
掛
け
と
環
境
づ
く
り
が
重
要

と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、「
海

洋
環
境
の
改
善
対
策
」
を
は
じ
め
、
各

種
産
業
が
連
携
し
た
中
で
、「
宿
泊
型

体
験
学
習
の
実
施
」
や
「
生
産
・
加
工
・

販
売
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
」、「
休

耕
田
対
策
」
等
に
つ
い
て
ご
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
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今
、
私
達
が
使
っ
て
い
る
体
育
館

に
代
わ
る
、
新
た
な
体
育
館
の
建
設

が
進
ん
で
い
ま
す
。
我
々
は
、
そ
の

体
育
館
の
建
設
現
場
に
突
撃
取
材
し

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
何
故
こ
の
新
し
い
体
育
館

が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

と
言
う
と
、
中
学
校
の
老
朽
化
が
進

み
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
に
対
し

少
し
不
安
で
あ
る
、
と
い
っ
た
点
か

ら
建
設
に
つ
い
て
話
が
進
ん
で
い
ま

し
た
。

新
た
に
出
来
る
体
育
館
は
、

２
階
建
て
で
、
旧
体
育
館

で
は
別
棟
だ
っ
た
柔
剣
道
場

が
、
ア
リ
ー
ナ
と
一
体
に
な

り
、
校
舎
か
ら
渡
り
廊
下
で

体
育
館
に
入
れ
た
り
、
ア
リ

ー
ナ
が
広
く
な
っ
た
り
、
車

い
す
や
ま
つ
ば
杖
な
ど
で
も
、

楽
に
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
よ
り

使
い
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
耐
震
強
化
が

施
さ
れ
、
今
後
、
起
こ
り
う

る
自
然
災
害
に
対
し
、
避
難

所
と
し
て
の
、
防
災
の
拠
点

と
し
て
の
利
用
も
想
定
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

建
設
の
進
む
現
場
で
は
、
完
成
ま

で
に
、
専
門
職
約
50
種
、
総
勢
約

５
，
０
０
０
人
力
で
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
安
全
を
第
一
に
、

ま
た
、
私
達
の
学
校
生
活
に
支
障
が

出
な
い
よ
う
騒
音
な
ど
に
も
気
を
使

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

こ
ん
な
に
も
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を

こ
ら
し
て
建
設
し
て
い
る
そ
う
な
の

で
、
今
後
、
末
長
く
大
切
に
使
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

海
洋
生
物
環
境
研
究
所
で
は
、
九
鬼
君
、
山
田
君
、

岩
瀬
君
、
飯
田
君
の
学
校
生
活
で
も
仲
の
良
い
４
人
が

職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

海
洋
生
物
環
境
研
究
所
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
を

使
い
岩
和
田
漁
港
の
海
水
の
水
質
検
査
や
研
究
所
周
辺

の
放
射
能
の
検
査
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
取
材
へ
行
く
と
、
研
究
所
の
方
に
教
わ
っ

た
事
を
う
ろ
覚
え
な
が
ら
も
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

夢
中
に
な
っ
て
い
る
４
人
に
仕
事
の
感
想
を
聞
い
て
み

る
と
、「
魚
の
解
剖
の
見
学
の
と
き
、
と
て
も
直
視
で
き
な
い

も
の
だ
っ
た
け
ど
魚
を
見
て
い
る
と
お
い
し
そ
う
だ
っ
た
。」

「
い
ろ
い
ろ
な
機
械
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
て
楽
し
い
。」
な

ど
自
分
達
の
仕
事
を
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
そ
う
に
と
り
く
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、「
放
射
能
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
研
究
所
の
人
の
手
際
が
良

く
す
ご
か
っ
た
。」「
３
日
間
で
は
も
の
た
り
な
い
。」「
つ
か
れ

た
け
ど
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」
と

彼
ら
な
り
に
仕
事
と
前
向
き
に
向
き
合
い
、
と
て
も
充
実
し
た

３
日
間
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　私達、御宿中学校2年生は、11月13日から15日までの
３日間、全19ヶ所で、職場体験をし、普段は出来ないような
素晴らしい事を身をもって体験しました。その数ある職場の
中で私達は、御宿町役場を選び、広報の仕事を体験しまし
た。その仕事の中で数多くの事を学ぶことができ、充実した
３日間を過ごせました。
　この広報の作成にあたり、各職場と体育館の建設現場
を取材しました。新たに出来る体育館についてと、それぞれ
の職場で、御中生の体験した感想や、感じた事、働きぶり
などをわずかながら、お伝えできればと思います。

２０１２　社会体験学習　藤原究多　加藤未紗樹
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の職場で、御中生の体験した感想や、感じた事、働きぶり
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海
と
向
か
い
合
う
４
人

 

海
と
向
か
い
合
う
４
人



あふれる笑顔で心をひらく！

 
発
見
！
教
師
の
タ
マ
ゴ

9

渡
邉
さ
ん
、
吉
田
さ
ん
、
皆
川
さ
ん
、

菅
藤
さ
ん
、
岩
瀬
さ
ん
、
中
村
さ
ん
は

御
宿
保
育
所
で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

私
達
が
取
材
に
行
く
と
、
園
児
た
ち
に

囲
ま
れ
て
、
と
て
も
楽
し
そ
う
に
し
て

い
る
姿
を
目
に
し
ま
し
た
。

中
学
生
に
体
験
し
て
み
て
の
感
想
を

き
く
と
、「
寝
か
せ
る
の
が
大
変
。」、「
ず

っ
と
座
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
か
ら
足
が

し
び
れ
た
。」、「
園
児
た
ち
に
囲
ま
れ
て

動
け
な
か
っ
た
。」
な
ど
た
い
へ
ん
な
事

も
あ
り
ま
し
た
が
、「
寝
顔
最
高
！
」「
か

わ
い
か
っ
た
」
な
ど
、
仕
事
の
や
り
が

い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
よ

う
で
し
た
。

園
児
た
ち

に
中
学
生
の
お

姉
さ
ん
た
ち

に
つ
い
て
の
感

想
を
聞
く
と
、

「
お
に
ご
っ
こ
や
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て

一
緒
に
遊
ん
で
く
れ
て
す
ご
く
楽
し
か

っ
た
。」、「
ず
っ
と
い
て
欲
し
い
」
な
ど
、

小
学
校
と
同
じ
よ
う
に
、
と
て
も
人
気

で
や
さ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

先
生
に
中
学
生
の
働
き
ぶ
り
を
伺
う

と
、「
よ
く
や
っ
て
い
る
」、「
若
く
て
体

力
が
あ
る
か
ら
本
当
に
助
か
る
」
な
ど

職
員
と
同
じ
く
ら
い
働
い
て
く
れ
て
い

る
と
い
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

彼
女
た
ち
は
、
大
変
な
仕
事
の
中
に

も
園
児
た
ち
の
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
楽
し

さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。
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２
年
前
ま
で
私
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ
た
御
宿
小
学
校
で
木
原
君
、
田
口
さ

ん
、
長
崎
さ
ん
の
３
人
が
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

私
た
ち
が
取
材
に
行
っ
た
と
き
ち
ょ
う
ど
休
み
時
間
だ
っ
た
の
で
、
校
庭
で

サ
ッ
カ
ー
や
お
に
ご
っ
こ
を
し
て
、
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
授
業
で
は
採
点
な
ど
を
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
と
、
担
当
の
先
生

か
ら
話
を
聞
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

中
学
生
に
つ
い
て
の
感
想
を
小
学
生
に
聞
い
て
み
る
と
、「
カ
ッ
コ
イ
イ
」、

「
や
さ
し
い
」
や
「
も
っ
と
ず
っ
と
い
て
欲
し
い
」
な
ど
と
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
中
学
生
に
体
験
し
て
み
て
の
感
想
を
聞
く
と
、「
み
ん
な
元
気
が
あ

っ
て
い
い
。」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の
が
難
し
か
っ
た
。」「
と
て

も
楽
し
い
。」、「
生
徒
の
時
の
視
点
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
先
生
の
大
変
さ
が

分
か
り
ま
し
た
。」
と
仕
事
の
大
変
さ
を
学
ん
だ
よ
う
で
し
た
。

先
生
方
に
中
学
生
の
働
き
ぶ
り
を
伺
う
と
、「
す
ご
く
一
生
懸
命
や
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。」、「
率
先
し
て
作
業
を
や
っ
て
く
れ
て
、
ま
じ
め
で
す
。」
と
、

と
て
も
好
評
で
し
た
。

３
人
と
も
自
分
か
ら

小
学
生
と
向
き
合
い
、

楽
し
そ
う
に
ふ
れ
あ
っ

て
い
る
姿
は
、
ま
る
で

未
来
の
先
生
を
見
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
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などをわずかながら、お伝えできればと思います。

２０１２　社会体験学習　藤原究多　加藤未紗樹
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町健康体力チェックが１０月２０日、２１日に町Ｂ＆Ｇ
海洋センターで国際武道大学の協力のもと実施されました。

この体力チェックは毎年恒例となっており、測定項目別
に各年代に合わせ５段階で評価し、総合的に体力年齢を算
出するもので、はじめての方は一般平均値と、過去に受け
ている方は過去の結果と比較して、自身の体力状況を把握
することができます。

また、国際武道大学の先生
による運動相談や、町保健師・
栄養士による健康・栄養相談、
食生活改善会によるレシピ紹
介など、健康生活へ向けて色々
なアドバイスが行われました。

御
宿
町
文
化
祭
が
11
月
２
日
か
ら
４
日

ま
で
の
間
町
公
民
館
で
行
わ
れ
、
多
く
の

方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
町
国
際
交
流
協
会
」
の
主
催

の
も
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
国

際
協
力
」
等
の
協
力
に
よ
り
、
メ
キ
シ
コ

の
文
化
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
「
デ
ィ

ア
・
デ
・
ム
エ
ル
ス
ト
」（
日
本
の
お
盆

に
あ
た
る
伝
統
行
事
）
の
祭
壇
展
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

町
の
文
化
祭
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
こ
の

企
画
は
、
今
年
が
初
め
て
の
試
み
で
、
11

月
３
日
に
は
祭
壇
に
並
べ
ら
れ
る
パ
ン

や
シ
ナ
モ
ン
の

効
い
た
コ
コ
ア
、

メ
キ
シ
コ
の
一

般
的
な
飲
料
で

あ
る
ハ
イ
ビ
ス

カ
ス
テ
ィ
が
来

場
者
に
ふ
る
ま

わ
れ
ま
し
た
。

館
内
に
は
、
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
や
一

般
の
方
々
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
自
慢
の
作

品
が
数
多
く
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「
音
楽
・
芸
能

の
つ
ど
い
」
で

は
、
合
唱
や
舞
踊

な
ど
様
々
な
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
18

組
が
参
加
し
、
日

頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
し
ま

し
た
。

知っていますか？
自分の

知っていますか？
自分の

知っていますか？
自分の

▲それぞれの作品が公民館に集う

▲温かいココアでほっと一息。

▲公民館の入口に再現されたディア・
デ・ムエルストの祭壇

力
作
力
作

〜
成
果
発
表
の
場
・
町
文
化
祭
〜

・
熱
演

・
熱
演
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秋季軟式野球大会が１０月１４日に御宿町営
野球場で開催されました。

大会は、４チームが参加し、雨が降る中熱戦
が繰り広げられました。

決勝は「小川ファイヤーズ」と「シャークス」
の対戦となり、１点を争う緊張した展開が続き、
最後は「小川ファイヤーズ」がサヨナラ勝ちと
いう結果となりました。小川ファイヤーズは春
季大会に続いての優勝です。

優勝した小川ファイヤーズは、町代表として
郡大会へ出場します。

町
公
民
館
主
催
に
よ
る
、
御
宿
小
学
校
、

布
施
小
学
校
５
年
生
合
同
の
自
然
観
察
会

が
高
山
田
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
観
察
場
所
で
あ

る
実
谷
地
先
か
ら
初
め
て
場
所
を
変
更
し
、

観
音
崎
自
然
博
物
館
の
石
鍋
館
長
ら
を
講

師
と
し
て
迎
え
、
周
辺
に
生
息
す
る
動
植

物
の
生
息
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

観
察
ポ
イ
ン
ト
で
は
皆
で
川
に
入
り
、

講
師
が
観
察
用
の
ア
ミ
を
使
っ
て
の
生
物

の
捕
獲
方
法
に
つ
い
て
実
践
を
交
え
な
が

ら
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

始
め
恐
る
恐
る
川
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
う
ち
濡
れ
る
こ
と
を
気
に
す
る
こ
と

な
く
夢
中
で
探
索
・
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。

観
察
の
た
め
に
採
取
し
た
多
く
の
生

物
の
中
に
は
、

川
エ
ビ
や
小

魚
の
他
に
ゲ

ン
ジ
ボ
タ
ル

の
幼
虫
や
数

種
類
の
ヤ
ゴ
、

▲自然の中で遊んでくださ
いと、子どもたちに語り
かける石鍋館長

▲何が取れたか興味津々

▲優勝チーム「小川ファイヤーズ」

ヤ
モ
リ
な
ど
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
幼
虫
が
主
食
と

す
る
「
カ
ワ
ナ
ニ
」
と
い
う
巻
貝
も
多
く

見
つ
か
り
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
生
息
環
境

が
優
れ
て
い
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

水
中
生
物
以
外
に
も
ト
カ
ゲ
や
カ
エ
ル

の
捕
獲
に
も
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
ト
カ

ゲ
の
素
早
い
動
き
や
、
カ
エ
ル
の
予
測
不

能
な
ジ
ャ
ン
プ
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
仲
間

と
力
を
合
わ
せ
、
工
夫
を
し
な
が
ら
捕
ま

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

講
師
の
方
か
ら
は
「
こ
う
し
た
小
川
は
、

た
ま
に
は
人
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む

し
ろ
環
境
が
良
く
な
る
の
で
、
た
ま
に
は

外
に
出
て
こ
う
い
っ
た
自
然
の
中
で
遊
ん

で
く
だ
さ
い
。
都
会
で
は
こ
う
し
た
自
然

が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
貴
重
な
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
と
も
御
宿
の
自
然

を
大
事
に
し
て
下
さ
い
。」
と
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

※
観
察
用
に
捕
獲
し
た
生
物
は
観
察
会

の
後
自
然
に
戻
し
ま
し
た
。

難難難
～御宿、布施小学校合同自然観察会～～御宿、布施小学校合同自然観察会～～御宿、布施小学校合同自然観察会～

～秋季御宿町軟式野球大会～～秋季御宿町軟式野球大会～～秋季御宿町軟式野球大会～
土まみれ

の野球人
ダイヤモ

ンドで　
　く
土まみれ

の野球人
ダイヤモ

ンドで　
　く
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◇
今
後
も
触
れ
合
う

機
会
を
作
り
ま
す

　

消
防
団
フ
ェ
ス
タ
前
日
の
豪

雨
に
よ
り
中
止
と
な
り
、
消
防

団
と
し
て
大
変
残
念
に
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
と
消

防
団
が
交
流
で
き
る
機
会
を
つ

く
り
、
消
防
団
の
役
割
や
活
動

内
容
を
広
く
周
知
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
団
12
月
の
活
動
予
定

◆
25
日
か
ら
31
日
ま
で

○
歳
末
夜
警

　
（
町
内
を
消
防
団
が
夜
警
）

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
防
災
Vol,06

■
継
続
は
力
な
り

　

岩
和
田
保
育
所
で
11
月
14
日

に
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

保
育
所
職
員
は
、
避
難
車
と

お
ぶ
い
ひ
も
を
使
用
し
、
旧
岩

和
田
小
学
校
跡
地
ま
で
迅
速
に

避
難
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
先
生
の
話
を

真
剣
に
聞
き
、
落
ち
着
い
て
行

動
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
保
育
所
や
小
学
校
で

は
避
難
訓
練
を
継
続
的
に
実
施

し
、
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
迅
速
な

行
動
を
採
れ
る
よ
う
、
ま
た
、

参
加
者
す
る
全
て
の
人
の
意
識

の
醸
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

火
災
に
注
意
!!

防
火
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
表
彰

　

こ
れ
か
ら
の
年
末
に
か
け
て

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
す
。
夷
隅
郡
市
広
域
消

防
本
部
管
内
で
も
最
近
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
次
の

事
に
注
意
し
、
火
災
を
未
然
に

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
ら

な
い
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使

用
す
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
か
ら
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
し

て
か
ら
。

○
燃
え
や
す
い
も
の
を
、
家
の

外
に
置
か
な
い
。

火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
の
表

彰
を
11
月
15
日
に
御
宿
小
学
校

で
行
い
ま
し
た
。
出
品
さ
れ
た

作
品
は
甲
乙
つ
け
が
た
い
も
の

ば
か
り
で
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

御
宿
町
長
賞

御
宿
小
６
年　

羽は
ね
だ田

英え

り

か
里
佳

御
宿
町
消
防
団
長
賞

布
施
小
４
年　

榎え
の
も
と本　

隆
り
ゅ
う
せ
い成

▲後列左から、羽田さん、榎本くん、小松さん、井上くん、
　前列左から小川さん、小林さん、吉野さん

御
宿
町
教
育
長
賞

御
宿
小
５
年　

小こ
ま
つ松　

未み

き希

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
消
防
長
賞

御
宿
小
５
年　

井い
の
う
え上　

昴こ
う
せ
い星

夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
長
賞

布
施
小
３
年　

小こ
ば
や
し林　

千ち
ひ
ろ紘

（
社
）千
葉
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会
長
賞

布
施
小
３
年　

吉よ
し
の野　

友ゆ
う
な菜

（
社
）千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

御
宿
小
４
年　

小お
が
わ川　

真ま

な奈
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　インフルエンザが流行しやすい時期になってきました。今回の健康ワンポイントは、インフルエン
ザとその予防法についてお知らせします。
　インフルエンザとは…
　インフルエンザウイルスに感染することによって起こる流行性の病気です。インフルエンザにかか
った人の咳やくしゃみ、つばなどにより、空気中にウイルスが放出され、このウイルスを吸いこむこ
とによって感染します。
◎症　　状◎

　特徴として、普通のかぜに比べて全身症状が強く、気管支炎や肺炎、子どもでは中耳炎や熱性けい
れんなどを併発し、重症化することがあります。
◎流行時期◎
　日本では例年 11月～ 4月頃に多くみられますが、その他の時期に流行することもあります。
◎予　　防◎
　流行前にワクチン接種を受けることのほか、人ごみを避ける、十分な栄養や休養をとる、外出時は
マスクを着用する、室内の乾燥を防ぐ、帰宅時にうがい・手洗いをすることなどが有効です。
　インフルエンザ感染予防のため、町では平成 24年 10月 1日から 12月末日まで、65歳以上のイン
フルエンザ予防接種費用の一部を補助しています。また、60歳以上 65歳未満の方で、心臓・腎臓も
しくは呼吸器機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能の障害を有する方（医師の診断書また
は身体障害者手帳 1級）も対象となりますので、お問い合わせください。
　子どものインフルエンザ予防接種と他の予防接種の間隔などでご相談のある
方は、医療機関または役場保健福祉課にお問い合わせください。
※ 65歳以上の方には、9月末に個別に通知しています。なお、個別通知は平成

24年 9月 1日現在の住民登録に基づきお送りしていますので、それ以降に転
入された場合はお申し出ください。

【問い合わせ】　保健福祉課　保健予防班　℡ 68-6717

38℃以上の発熱

のどの痛み・鼻水

頭痛・関節痛・筋肉痛

などの全身症状

注意！！注意！！インフルエンザが
　　　　　やってきた！！
インフルエンザが
　　　　　やってきた！！
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県
立
中
央
博
物
館
大
多
喜
城

分
館
で
は
、
菱ひ
し
か
わ
も
ろ
の
ぶ

川
師
宣
筆
の「
江

戸
風
俗
図
屏
風
」
六
曲
一
双（
高

精
細
デ
ジ
タ
ル
複
製
）
の
う
ち
、

春
の
風
景
が
描
か
れ
た
左さ
せ
き隻
を

展
示
し
ま
す
。

▼
会
　
期

12
月
19
日
～

　

平
成
25
年
１
月
14
日

　

９
時
～
16
時
30
分

▼
休
館
日

　

月
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
翌

日
休
館

▼
入
場
料

　

一　
　
　

般
：
２
０
０
円

高
校
・
大
学
：
１
０
０
円

中
学
生
以
下
：
無　

料

65 

歳 

以 

上
：
無　

料

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
中
央
博
物
館

　

大
多
喜
城
分
館

℡
０
４
７
０（
８
２
）３
０
０
７

１
１
９
番
の
受
付
先
が

変
更
さ
れ
ま
す

　

現
在
１
１
９
番
は
夷
隅
郡
市

消
防
指
令
室
で
受
け
て
い
ま
す

が
、
平
成
25
年
2
月
26
日
か
ら

千
葉
市
に
あ
る「
ち
ば
消
防
共

同
指
令
セ
ン
タ
ー
」
で
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

通
報
の
方
法
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
の
概
要
】

　

県
内
で
共
同
運
用
を
行
う
こ

と
で
、
業
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
各
消
防
本
部

の
連
携
及
び
情
報
の
共
有
化
が

可
能
と
な
り
、
大
規
模
災
害
時

等
の
相
互
応
援
体
制
が
充
実
し

ま
す
。

●
最
新
の
情
報
通
信
機
器

　

共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、

最
新
の
情
報
通
信
機
器
を
配
備

し
、
１
１
９
番
通
報
か
ら
車
両

が
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
短
縮

を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。
火
災

等
の
被
害
の
軽
減
と
救
命
率
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
通
報
は
固
定
電
話
か
ら

　

固
定
電
話
か
ら
の
通
報
は
発

信
地
表
示
機
能
に
よ
り
、
瞬
時

に
通
報
場
所
の
特
定
が
可
能
で

す
。
し
か
し
携
帯
電
話
か
ら
の

通
報
で
は
、
通
報
場
所
が
特
定

で
き
な
い
機
種
も
あ
り
、
迅
速

な
出
動
が
で
き
な
い
事
も
あ
り

ま
す
。
迅
速
な
出
動
を
さ
せ
る

た
め
に
も
、
な
る
べ
く
固
定
電

話
で
の
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
通
報
は
市
町
村
名
を
添
え
て

　

１
１
９
番
通
報
を
行
う
際
に

は
、
冒
頭
に
必
ず
市
町
村
名
を

添
え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
は

指
令
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
、
あ
わ
て
ず
内
容

を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

夷
隅
郡
市
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８
０
）０
１
１
９

広告募集中
町では、「広報御宿」に有料広告を掲載しています。
店舗・企業の宣伝や求人募集などに是非ご利用ください。

○料　金／１回１枠町内7,500円　町外9,000円
　　（6ヵ月継続申込者は1回につき500円割引）

○サイズ／このスペースの大きさ　

○申込・問い合わせ　企画財政課　TEL68－2512



編 集 記後
御宿中学校の生徒２名が広報係に社会体験学

習に来てくれました。今年も若い二人のアイデ
ィアや発想力に驚かされながら 3 日間を過ごし
ました。

私自身も貴重な体験となり、二人から分けて
もらった若いアイディアや発想力を今後の業務
に活かしていければと思います。（井本）

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,020人（＋3人）男 3,815人  女  4,205人
　世帯数 3,623 （平成24年10月31日）
※住民基本台帳人口数
★外国人登録法が改正され住民基本台帳人口数に

加わりました。

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 41（平成24年10月中）
　御宿分署　☎80－0136

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 18　死者数 0　負傷者数 23
　（平成24年1月1日～10月31日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 180人（平成24年10月中）

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量579,000㎥　有効貯水率 100%
　（平成24年11月1日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性セシウム　
　平成24年11月7日 採水の検査結果「不検出」
　※4月以降放射性ヨウ素については半減期が短く周辺環境におい

て検出されていないことから4月以降対象外となりました。

慶弔（ 10月届出 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 1　死亡 16
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俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
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タウンカレンダー

（保健）⇒町保健センター　　（御児）⇒御宿児童館　　　（社協）⇒町社会福祉協議会（地域福祉センター）

日 月 火 水 木 金 土

○イルミネーション
　　　　　点灯開始

○乳児相談
　13:30～15:00

（保健）

○特設人権相談
　9:00～15:00

（社協）

○子育て相談
　10:00～11:30

（御児）

○御宿町長選挙
○衆議院議員総選挙

○固定資産税
　　　第4期納期限
○国民健康保険税
　　　第６期納期限
○介護保険料

第6期納期限

○歳末夜警 ○歳末夜警 ○歳末夜警 ○歳末夜警

12月　師走

○町民清掃
○サンデーオープン
○月の沙漠記念館
　町民無料の日 ○歳末夜警

○年末特別
　募集収集

○歳末夜警
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24振替休日 25 26 27 28 29
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23天皇誕生日

31
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15

22

○歳末夜警

2012.11

ONJUKU Winter illumination を点灯する季節
となりました。12 月 1 日に点灯を開始し、翌年
の 1 月 14 日までの間、輝きを放ちます。

この LED イルミネーションは御宿ウォーター
パーク前から月の沙漠記念館前広場までの間で設
置され、御宿の冬を彩ってくれます。

【問い合わせ】 町産業観光課　℡ 68-2513
 町観光協会　　℡ 68-4143

ONJUKU Winter illuminationONJUKU Winter illumination 2012 to 20132012 to 2013
今年はどんな作品が　　
　彩ってくれるかな？


